



































本論文は、「第Ⅰ部 シンガポールの多人種主義とムスリムをとりまく状況」（第 1 章～
第 2章）、「第Ⅱ部 社会的格差、差別、ムスリムとしてのアイデンティティに関わる問題」、







































































「第 8 章 民族・宗教間の交流・対話と相互理解をめぐる問題」では、特に 9・11 およ
び JI メンバー拘束以降、テロ発生時のバックラッシュを回避する目的から強化されている
民族・宗教間融和の取組みを取り上げた。ムスリムの立場からみれば、他のシンガポール国
民との交流・理解の増進は、ステレオタイプ、差別や現在広がっている「イスラモフォビア」
の問題の解消にもつながることが考えられ、ムスリムは積極的に取り組んでいる。しかし、
「政府主導での草の根活動」として推進される民族・宗教間交流の取組みは、必ずしも公に
言われているほどには活発ではない可能性がある。また、マイノリティであるムスリムの側
は、交流・対話を求める切迫したニーズがあるが、マジョリティの非ムスリムの側はそのよ
うな切迫性を感じないという非対称的な関係がある。こうした問題点を、本章では指摘した。 
「終章」では、なおムスリムの包摂をめぐる様々な問題が存在する理由は何か、また、そ
のような状況にムスリムのリーダーたちはどのように対応しているのかという問いに対し、
「リーダーたちが一枚岩となって異議を唱える状況になく、そのために問題が解決に向か
わない」という回答を見出した。政府は、ヒジャブなど宗教的規範に過度にこだわらず、外
国の紛争に過度に感情移入せず、世俗国家の文脈に合ったイスラームを実践し、他宗教と積
極的に交流する望ましいムスリムを包摂する。結果としてムスリムの多様な宗教実践のあ
り方は承認されない。ムスリムのリーダーたちは、低い社会的地位、差別、バックラッシュ
への懸念など「ムスリムの弱い立場」を認識するために、一部のムスリムの排除を招くとし
ても、政府の政策を容認する。しかし、リーダーたちの対応は、ヒジャブ規制を容認するリ
ーダーが非難されたり、過激主義防止対策に関わる宗教リーダーが反発を受けたりするな
ど、ムスリム社会におけるリーダーたちの排除をも招くことになる。このように、ムスリム
の包摂と排除をめぐるメカニズムは複雑なものとなっている。与党人民行動党（PAP）が大
きく後退した 2011年総選挙以降の政治変動の中で、政府はムスリムに対し包摂的な姿勢を
 みせているが、こうしたムスリムの包摂と排除に関わる問題の構造に関しては、現状では大
きな変化は見られない。以上が本論文の結論である。 
 本論文は最後に、ムスリムの包摂と排除をめぐる課題は、伝統主義、復興主義、リベラル
といったムスリムの宗教志向の多様性の容認に関わる課題であるが、集団の境界を固定化
し各集団を均質なものとみなすシンガポールの多人種主義に関わる課題でもあり、さらに
は集団を通じた国民の管に関わる多文化共生の問題の一つのケース・スタディとしても位
置付けられると指摘している。 
